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２０２０年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題１ 以下の事実を読んで、各設問について、判例に従って答えなさい。 

［事実］ 

 Ａは、東京でサラリーマンをしていたが、妻を亡くしたのを機に、陶芸家とし

て人生をやり直したいと決意し、実家を継いだ兄のＢに相談したところ、Ｂが所

有し空き地となっている甲土地を無償で借りることになった。１９９９年１月

７日、Ａは、甲土地に小屋を建て（乙建物）、そこで陶芸家として生活を始めた。

以来、Ａは、乙建物で生活を営んでいたが、２００９年３月３日、死亡した。Ａ

には一人息子のＣがおり、ＣがＡを相続した。 

Ｃは、若い頃イタリアに留学し、そのままイタリアでバイオリン作家として活

躍していたが、イタリア人妻との離婚を機にイタリア生活に限界を感じ、２００

９年８月８日、帰国し、甲土地上の乙建物を取り壊して、新たに自宅兼バイオリ

ン工房（丙建物）を建てて生活を始めた。丙建物には、県道から目立つようバイ

オリン工房の大きな看板が取り付けられた。Ｃは、乙建物がＡの建てたものであ

ることは知っていたが、甲土地がＢの所有であることは知らず、Ｃの祖父（ＡＢ

の父）からＡが相続したものと信じていた。Ｂは、甲土地の権利関係についての

Ｃの誤解を解くべきか否かについて迷っていたが、決断できないまま、２０１７

年３月に死亡し、息子のＤがＢを相続した。 

２０１８年４月、Ｄは、Ａ・Ｃ親子が無償で甲土地を使用しており、固定資産

税すらＢ・Ｄ親子が負担してきたことに納得がいかず、Ｃに対し、甲土地はＢの

遺産でありＤが相続したとして、Ｃが丙建物で生活を続けたいのなら甲土地を

買い取るよう申し向けた。Ｃがこれを激しく拒絶したので、Ｄは、２０１９年６

月６日、甲土地をＥに売却し、相続登記を経て、Ｅに移転登記を経由した。 

 

［設問］ 

小問１ ２０１９年１０月、甲土地所有権に基づく返還請求権として、Ｃに対し、

丙建物収去・甲土地明渡を求めたＥに対し、Ｃは甲土地の時効取得を主張した

い。その際、何年何月何日を起算点とし、短期・長期のいずれの取得時効を主

張すべきか。理由を付して述べなさい。その際、下線の事実にも留意すること。 

小問２ 小問１の取得時効の主張に際し、Ｃは、自分が甲土地を占有する以上、

民法１８６条１項により、「所有の意思」は推定されると主張するが、この主

張は認められるか。 
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問題２ 以下の事実を読んで、各設問について、判例に従って答えなさい。 

［事実］ 

 ＡとＢは夫婦であるが、レジャーに使用するために、Ｃから中古ヨットを購入

し、代金５００万円のうち２００万円を支払って、あとは分割払いにすることと

した。しかし、ＡＢはその後、別居状態になり、現在では、ヨットは港に係留さ

れたまま使用されていない。Ａは、自宅を出てアパート暮らしをしているようで

あるが、ＢもＣもその所在を知らない。 

 

［設問］ 

小問１ 残代金の最終支払期限が到来しても、支払いがないため、Ｃは、残代金

３００万円について、ＢがＡの妻である以上ＢにもＡと同等の責任があると

主張して、Ｂに全額支払請求することにした。①ヨットの売買契約がＡ名義で

締結されていた場合と、②ＡＢ共同の資産とするためにＡＢの共同名義で締

結されていた場合に分けて、Ｃの請求の可否につき論じなさい。 

小問２ 上記小問１の②のようにして契約が締結されていたが、契約締結後に

Ｃが死亡し、息子であるＤとＥが相続した。Ｃの遺言書はなかった。①そこで

Ｄは、Ｂに対して残代金３００万円を請求することにした。Ｄの請求は認めら

れるか。②また、その後に、ＤとＥの遺産分割協議により、Ｃが生前していた

事業や遺産はすべてＥが相続することに合意した。Ｄが遺産分割前にＢから

受領していた代金があった場合、Ｅは、Ｄに対してその返還を請求することが

できるか。 
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問題３ 以下の事実を読んで、各小問について、判例に従って答えなさい。 

［事実］ 

 ＡはＢから商品を購入し、３００万円の代金支払債務を負ったとして、これを

支払うために、自己の取引銀行であるＣ銀行に対して、Ａの預金から３００万円

をＢの取引銀行であるＤ銀行のＢの預金口座に振り込むよう依頼した。そこで、

Ｃ銀行は、Ｄ銀行にＡの依頼通りにするよう依頼し、これを受けたＤ銀行がＢの

預金口座に３００万円の入金記帳をした。ところが、その後、ＡＢ間には代金支

払債務はなく、Ｂが資金繰りに困ったことから、Ａへの売り上げがあるとの書類

を偽造したものであったことが判明した。Ｂは現在行方不明である。 

 

［設問］ 

小問１ Ａは直ちにＣ銀行とＤ銀行に連絡して、Ｂに払戻しをしないよう要請

したが、その直後にＢがＤ銀行に現れて、３００万円の払戻しを請求した。Ｄ

銀行はこの請求を拒絶できるか。 

小問２ 小問１と異なり、Ａは直ちにＣ銀行とＤ銀行に連絡したが、それ以前に、

すでにＢがＤ銀行の預金口座から３００万円を引き出し、それをＥに対する

債務の返済としてＥに支払っていた。Ｅは、Ｂに対して泥棒でも何でもして金

銭を工面しろと言っていた手前、Ｂが急に金銭を持参したことでその入手方

法に疑問を抱いたものの、とくに問いただすこともなく３００万円をそのま

ま受け取っていた。Ａは、Ｅに対して３００万円の不当利得返還を請求する。

この請求は認められるか。 

 

 

 

 


